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肺癌患者 に合併 した肺 炎,肺 化膿症 に対す るbiapenemの 使用経験
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肺癌の化学療 法に より易感 染性が高 まった2例 の肺化膿症 および肺炎 に対 しbiapenem(BIPM)

を使 用 し,著 効1例,有 効1例 であ った。 細 菌学 的 に は1株 中1株 が消 失 した。臨床 的 に

副作 用 は 認め られ ず,ま た臨床 検 査値 異常 も認め られ なか った。
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Biapenem (BIPM)は,日 本 レ ダ リー 株 式 会 社 で 合 成 ・

開 発 され た新 しいcarbapenem系 抗 生 物 質 で あ る。4位 に

methyl基,3位 にpyrazolotriazolium基 を有 す るβ-lactam

剤 で,ヒ トお よ び 各種 動 物 のdehydropeptidase-Iに 極 め

て 安 定 で,酵 素阻 害 剤 の 併 用 を必 要 と し な い1)。 ま た

細 菌 の 産 生 す るβ-actamaseに 安 定 で そ の 阻 害 作 用 も強

く,Staphylococcus aureus, Enterococcus faecalisな どの グ

ラム 陽 性球 菌,Pseudomonas aeruginosaを 含む グ ラム 陰性

桿 菌,Bacteroidesfragilisを 含 む 各 種 嫌 気性 菌 に 対 して広

範 囲 な抗 菌 スペ ク トラム を有 す る1)。 本 剤300mg点 滴 静

脈 内 投 与 した 時,Tl/2は1.03hrs.,血 中peak値 は17.35

μg/fnlを 示 し,AUCは29.24μg・hr/mlで あ る2)。 尿 中排 泄

は63.0%で あ っ た2)。 動 物 実 験 お よ び 第1相 試 験 に お け

る一般 毒 性 試験,腎 毒 性 試 験,生 殖 試験,抗 原性 試 験,

一 般 薬 理 試 験 な どの 検 討 か ら も高 い安 全 性 を有 す る こ

とが 認 め ら れ て い る1～2)。 以 上 の 結 果 を踏 ま え て呼 吸

器 感 染 症 に 本 剤 を使 用 し,有 効 性 と安 全 性に つ い て検

討 したの で報 告 す る。

呼吸器感染 症に対す るBIPMの 有効性 と安全 性につい

て以下 の方 法 で検 討 した。 症例 は癌研 究会 附属病院内

科 を受 診 して治験参加 の 同意 を得 た70歳 男性の肺化膿

症 と55歳 女性 の肺 炎 で あ った。 本 剤300mgを5%グ ル

コー ス250mgに 溶解 して,60分 間かけて1日2回 点滴静

注 した。

起炎 菌 の動 向お よび臨 床症状 の変 化 な らびに臨床検

査値 の 動向 を以下 の基 準に基づ き本剤 投与前,3日 後,

7日 後,14日 後 に判定 した。

著効:起 炎 菌が判 明 した例 は,3日 以 内に起 炎菌が消

失 し,発 熱,咳,疾 な どの臨床 症状 が3日 以 内に著明

改善 し,CRP,WBC,ESRな どの臨床検査値が3日 以内

に著 明 に改善 した もの。

有効1起 炎菌 が7日 以 内に消失す るか,著 明に減少 し

臨床症状お よび臨床 検査 値が7日 以 内に改善す るか 本4

日以 内 に正 常 に もどった もの。

Table 1. Clinical results of biapenem treatment
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Table 2. Laboratory findings of biapenem

B: before A: after

やや有効:起 炎菌 の減少が認 め られ て も14日 たって も

消失せず,14日 以 内に臨床 症状 の改善 お よび臨床検 査

値の正常化 の傾 向が み られて も正常 化 しない もの。

無効:14日 た って も菌 の減 少が み られなか った り,菌

交代症 を来 した もの,ま た は臨床 症状 お よび 臨床検 査

値のまった く改善 しない もの,あ るいは悪化 した もの。

なお,基 礎疾 患が 肺癌 で あ り,癌 の治療 に伴 う臨床

検査値な どを効果 判定,安 全 性に加 味 した。

肺癌 治療中 の易 感染 性 が高 まって い る時 期 に併 発 し

た呼吸器感染症患者 で薬効 評価可能症例 に使用 した。第

1症例は70歳,男 性,67kg,肺 小細胞癌 の化 学療 法後に

肺化膿症 を併発 した例 であ る。39.2℃ あ った ものが3日

後に平熱化 し,X-p上 の 改善 も著 明,咳 漱,膿 性 疾,

胸痛,胸 部 ラ音 は3～5日 間 で改 善 も し くは 消 失 し,

CRPも9.6か ら短 期 間 で改善 した。 膿性 疾 か らBacillus

sp.が検出 され たが,本 剤 投与3日 後 に消 失 した。著 効

と判定 した。第2症 例 は38.5℃ が5日 後 に平 熱化 し,X一

pの 上 の改善 も7日 後 に得 られ,咳 漱,粘 膿性疾,呼 吸

困難,胸 痛,胸 部 ラ音 は3～5日 間 で改善 もし くは消 失

した。起炎菌 は不 明であ ったが有 効 と判定 した(Table 1)。

本剤 投 与 に起 因す る と思 われ る臨床 上 の副 作 用 は,

全 く認 め られ なか った。 また,臨 床 検査値 異常変 化 も

認 め られ なか っ た(Table 2)。

これ らの結果 か ら担癌 患 者の 呼吸 器感染 症 に対 して

も,1日 投与 量 として は本 剤300mgを1日2回 点 滴静 注

す れ ば,十 分 な効 果 が期待 で きる と考 え られ た。
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Clinical investigation was performed on biapenem(BIPM), a new carbapenem. BIPM was admin-

stered to 2 lung cancer patients with respiratory tract infections (lung abscess and pneumonia), at a

daily dose of 600mg.

The clinical response was excellent in 1 and good in 1. Neither clinical side effects nor abnormal

laboratory findings were observed during or after administration of BIPM.


